




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ticular moment of time，' 1t would be unneces-
sary if we could see. and 'cornprehend at one 
vi~w the co~tents of a set of .ledgers. 
As we are unable to do this We prepare a 
. Balance sheet， but why in白eprocess -the 
assets which are on the debit side and the 
liabi1ties which are on the credit side，' as ac-
cording to the principles of accounting they 
ought to be; should change places， it is im-
. possible to ju~tify. The custom se~ms to have 
ariEen through the influence to the for~s. .given 
in Acts of Parliament， chiefly the Companies 
Act， 1862， which must have 'been prepared 
by those unacquainted with the th~c?ry J)f ac・
counts.' The profit and Loss Account is. taken 
from the Ledger， and. the sides are not ， trans-
〆 posed，and there is， no logical reason why the 
sides in the Balanee Sheet should be reversed 
when the i.tems in it are supposed to be the 
balanc~s remainit1g in the Ledger， ofter cer-
出国続出事蔀底部己鋸，qJ~
tain balances ha ve been taken to the Profit 
and Loss Account. The form of Balance 
Sheet in w hich theぉ setsappear・upontpe 
. le丘sideis both theoretically the correct ro~m 
and in practice is the most conveni~nt fo~m to 
use. 1t is the form adopte.:l on the Continent， 
in AI!lerica， a~d， in fact， th1'oughou~ tbe，wor19， 
with the exception of the United Kingdom. 
Unti1 recent yea1'sit ，was ihe form almost 
~niversally ad，opted' in ScotIand. " 
，Prior to 'about the passing， of -tl).e Co~pa­
nies Act， i862， it was the form chiefly adopted 
in England， but is so no longer. 1t is known 
by the name of' the Continental or Scotch 
form.' The fo，rm of Balancc Sheet pr~scriq号司
，in Tab~e A o( the Companies Act， 18~2， has. 
the liabi1ties on the left side， and this i$ the 
fo1'm now generally adopted throughout the 
United I<:ingdom. TheScotch form， howev-I 
e1'， is stil )a1'gely used in Scotl~nd， even戸 for
国1同
商
業
宅
経
済
g
g
M恒
三
g
g号
、
円
岳
O
H
∞。N
〉
の
伴
者
宮
島
内
屯
勺
-wω
仲
o
m
n
o
t
m
wロ
門
目
当
〈
日
比
〉
郎
も
-
フ
イ
Y
氏
は
、
貸
借
濁
照
表
の
根
本
概
念
は
、
企
業
の
元
帳
に
於
け
る
諸
勘
定
の
残
高
が
、
如
何
な
る
波
態
に
あ
る
や
争
、
示
す
も
の
さ
し
て
、
資
産
は
左
側
じ
、
負
債
は
右
側
に
、
配
置
す
ぺ
き
も
の
な
b
ε主
張
す
る
も
の
に
し
て
、
此
論
は
大
陸
式
に
賛
成
す
る
多
数
の
事
者
に
依
b
て
、
好
ん
で
引
用
せ
ら
る
〉
が
方
英
蘭
n
公
認
合
計
士
の
協
舎
の
機
関
雑
誌
舎
計
(
目
。
〉
の
の
O
Z
ロ
宮
惇
)
の
記
者
は
、
新
〈
の
如
き
攻
撃
に
濁
し
て
、
次
の
如
〈
英
図
式
を
緯
護
せ
b
。
「
現
今
の
貸
借
謝
照
表
を
以
て
、
必
要
な
る
決
算
記
入
を
行
ひ
た
る
後
に
於
け
る
、
財
政
吠
態
を
一
不
す
活
・
に
、
作
成
せ
ら
れ
た
る
簡
車
な
る
第
二
次
的
試
算
表
芝
、
解
す
る
こ
芯
を
得
。
叉
貸
借
濁
照
表
に
濁
し
て
、
偉
業
の
外
部
嘗
事
者
(
替
業
所
有
主
を
合
む
)
ご
の
関
係
を
一
不
す
一
勘
定
ご
、
見
る
こ
ご
を
得
。
同
表
を
ば
か
〈
解
蒋
す
る
時
は
、
借
方
に
記
入
す
ぺ
き
は
、
替
業
が
他
よ
り
何
物
か
を
受
取
b
、
夫
れ
に
濁
し
て
倫
未
だ
反
封
給
付
を
潟
す
責
任
あ
る
、
項
目
ざ
見
倣
す
四
二
六
ぺ
し
。
一
何
ぜ
な
れ
ば
管
業
が
他
よ
り
何
物
か
を
受
取
b
、
之
に
謝
し
て
倫
未
だ
反
謝
給
付
守
ゑ
き
い
る
項
目
は
、
偉
業
の
借
に
属
す
る
を
以
て
な
b
。
換
言
す
れ
ば
、
貸
借
封
照
表
の
借
方
に
記
入
す
ぺ
き
項
目
は
、
元
帳
の
貸
方
残
高
に
し
て
、
反
濁
の
方
面
郎
貸
借
濁
.
照
表
の
貸
方
に
記
入
す
ぺ
き
も
の
は
、
簿
業
が
第
三
者
に
提
供
し
た
る
諸
給
付
に
し
て
、
未
だ
補
償
を
得
宇
し
て
未
決
に
属
す
る
項
目
、
郎
元
帳
借
方
残
高
な
り
さ
す
。
新
く
解
す
る
時
は
、
貸
借
濁
照
表
は
、
受
取
り
た
る
物
ぞ
以
て
借
方
ざ
し
、
渡
し
た
る
物
を
以
て
貸
方
さ
な
す
ぺ
し
、
三
宮
ふ
総
勘
定
一
克
肢
の
不
易
の
原
則
に
、
矛
盾
す
る
こ
さ
な
し
」
ε。ハぎ
次
に
米
園
舎
計
苧
の
泰
斗
モ
シ
プ
メ
y
l
民的は、
此
爾
形
式
の
相
異
に
叫
旬
、
心
理
事
的
解
明
梓
を
奥
へ
て
臼
〈
九
叶
}
M
O
O
ロ
守
的
O
E
M仏
5
8
0ロ
岳
o
m
H
Z
F
O
吋
の
お
ロ
岳
山
口
}
内
O町
民
ぴ
円
F
o
g
ω
門
O
B
宮
吾
川
見
仰
の
O口
信
『
g
巴
〈
O
何ロ
mzωrgmH
ロ]。
orω
円
。
円
『
町
]
宮
σ~一一F
u
?
F・弘
ω
ロ仏
昨日戸。ロ】
00Ha
円
o
m
o
o
R
F
o
r
m
g
o
ロO
ロm
r
m
w
ω
ω
o
Z
件。
門出
ωnFmw『
m
o
丹
FOB--
¥も
。げ
ω
2
4
0
門
】
ケ
可
凶
作
。
一
。
ロ
ロ
宮
口
ぽ
岳
町
民
同
rO
2
0
5
m
o
〉
g
q片山口
]
0
0
宮
内
O
円
立
ω
g
ω
o
Z
骨
込
山口門田
ω
C『
ω。ρ
ロo
ロ円一可
m
】mwpnoωMH仲
r目
ω
】宮
σ一民
mwω
山口
。円仏ぬ円件
o
g
ω
ロ円。
E
B
ω
色町門日同町民
r
r
o
M
向。
ω
ω
0「
MHω
。
z
z
h
ω
自
己
の
razz-一2
g
p
z
σ
?と
〈
日
〉
回目
n
r
z
g
P
K
F
2
0ロロ四日ロ
m-
句
g
a
w
o
pロ
島
町
同
on白
色
Z
B
E》・
ω
。
ー
ミ
墾
照
。
F
E
n
-
k
P
8
0ロロ片山口
m-
日
ロ
吋
r
o
o
q
p
z仏
句
呂
の
門
戸
noHMHM・
U
3
1
]
[
仲
d
d
ω
〈
日
〉
ハ
U
〉
f、
15 、J
U
『・中叶
}
M
O
K
r
R
o
s
s
n円
S
F
O口件・
3
同
日
及
大
正
六
年
十
二
月
愛
行
雑
誌
合
計
波
諮
義
雄
氏
誇
参
照
。
宮
Oロ
仲
間
O
B
3・
kg住
吉
2・
ぬ
同
ω
参
語
。
ハum
〉
五
以
上
の
諸
説
は
、
何
れ
も
其
一
一
説
た
る
を
失
は
ぎ
る
が
、
筆
者
は
英
図
弐
に
潰
し
、
次
の
如
く
解
説
せ
ん
ぜ
欲
す
。
菜
園
式
を
可
ざ
す
る
、
設
は
‘
凡
そ
貸
借
濁
昭
一
表
は
、
企
業
の
貸
借
封
照
表
な
る
を
以
て
、
其
見
地
よ
b
企
業
経
倍
、
印
企
業
主
を
中
心
ご
し
て
、
之
を
作
成
せ
ゴ
る
可
か
ら
子
、
さ
一
宮
ぶ
に
あ
り
。
故
に
企
業
主
英
図
式
貸
借
鈎
照
表
に
就
き
て
が
資
本
主
及
債
権
者
よ
り
受
け
た
る
債
値
、
別
ち
資
本
及
び
負
債
は
、
其
勘
定
の
借
方
に
示
さ
れ
、
之
に
反
し
て
其
各
種
の
資
産
に
費
し
た
る
債
係
、
及
び
債
務
者
に
貸
し
た
る
債
位
、
即
ち
資
産
は
、
其
勘
定
の
貸
方
に
示
さ
れ
ゴ
る
可
か
ら
や
J
O
之
は
簿
記
上
の
泌
却
に
も
趨
蛍
な
る
べ
し
d
従
て
貸
借
謝
照
表
・
の
借
方
に
は
、
資
本
及
負
債
が
一
不
さ
れ
、
其
貸
方
に
は
、
資
産
が
示
き
る
下
に
あ
b
。
此
事
買
は
株
式
舎
一
祉
の
場
合
に
は
、
最
も
漉
切
な
り
。
蓋
し
株
式
舎
一
肢
の
貸
借
封
照
表
は
、
業
務
鎗
嘗
者
た
る
取
締
役
が
、
資
本
主
た
る
株
主
に
濁
し
て
、
決
算
嘗
時
に
於
け
る
舎
一
肢
の
財
政
欣
態
、
及
び
管
業
成
績
を
、
報
告
せ
ん
が
結
局
に
、
作
成
す
ぺ
き
な
り
、
放
に
舎
一
股
が
株
主
に
封
し
て
、
負
ム
ー
所
の
株
式
資
本
、
及
び
外
部
の
債
権
者
に
濁
し
て
、
負
ふ
所
の
負
債
は
、
舎
祉
の
貸
借
謝
照
表
の
借
方
に
入
れ
、
之
に
反
し
て
、
舎
祉
の
所
有
に
麗
す
る
資
産
及
債
権
は
、
業
貸
方
に
入
る
ぺ
き
も
の
な
り
。
之
を
要
す
る
に
、
貸
借
濁
照
表
は
、
企
業
又
は
企
業
主
の
貸
借
謝
照
表
な
る
を
以
て
、
企
業
又
は
企
業
主
の
見
地
よ
b
、
作
成
せ
玄
る
可
か
ら
や
4
1
さ
云
ふ
に
あ
り
。
四
二
七
商
業
合
経
済
次
に
英
図
式
を
不
可
さ
す
る
設
は
、
貸
借
濁
照
表
は
、
簿
記
の
元
帳
勘
定
の
残
高
を
以
て
、
作
成
す
べ
き
も
の
な
る
を
以
て
、
業
借
方
の
項
目
は
、
元
帳
勘
定
の
借
方
残
高
に
し
て
}
貸
方
項
目
は
、
貸
方
残
高
な
ら
玄
る
可
か
ら
子
。
然
る
に
英
図
式
に
あ
b
て
は
、
.
之
れ
芯
正
反
制
到
芯
b
)
故
に
英
図
式
は
不
可
な
b
芝
絡
す
る
に
あ
b
o
A
1之
守
分
解
し
て
、
説
明
す
れ
ば
次
の
如
し
。
(
一
)
貸
借
調
照
表
は
、
勘
定
其
の
も
の
に
あ
ら
5
る
も
、
元
帳
勘
定
の
残
高
を
集
め
て
、
作
成
す
ぺ
き
一
一
種
の
綜
合
的
勘
定
な
b
。
故
に
其
借
方
R
A
貸
方
に
示
き
る
、
項
目
は
、
元
帳
勘
定
の
借
方
残
高
及
貸
方
残
高
芝
、
同
一
性
質
を
有
し
、
一
元
帳
勘
定
の
借
方
残
高
は
、
其
借
方
項
目
さ
な
b
、
貸
方
残
高
は
、
貸
方
項
目
な
る
は
、
明
な
る
事
責
な
る
ぺ
じ
O
ザ
ノ
(
ニ
)
且
又
元
帳
勘
定
の
残
高
を
以
て
1
.
作
成
す
る
損
盆
勘
定
、
又
は
損
盆
計
算
表
に
於
て
は
、
各
種
損
盆
勘
定
の
残
高
を
以
て
、
其
項
目
さ
な
す
も
の
に
し
て
、
此
場
合
に
借
方
残
高
を
以
て
、
貸
方
項
目
さ
な
し
、
叉
貸
方
残
高
を
以
て
1
借
方
項
目
さ
な
す
が
如
四
二
八
P
き
こ
，
さ
な
し
o
然
る
に
同
一
元
帳
よ
り
、
残
徐
の
諸
、
勘
定
の
残
高
を
集
め
て
、
作
成
す
る
貸
借
封
照
表
に
於
て
の
み
市
特
に
英
借
方
貸
方
の
位
置
を
、
反
封
じ
す
ぺ
き
理
由
は
、
会
〈
解
す
可
か
ら
ヂ
0
.
(
三
)
借
方
が
資
産
を
意
味
し
、
叉
借
方
が
左
方
な
る
こ
ぜ
は
、
共
に
簿
記
に
於
け
る
不
可
侵
憤
例
な
り
。
然
る
に
英
図
式
は
、
此
慣
例
を
被
る
も
の
さ
す
。
何
さ
な
れ
ば
英
国
式
貸
借
封
照
表
に
於
て
、
資
産
の
あ
る
所
を
以
て
、
借
方
な
り
定
解
せ
ん
さ
せ
ば
、
夫
れ
は
貸
借
濁
照
表
の
右
方
で
あ
b
、
又
貸
借
謝
照
表
の
左
方
を
以
て
1
借
方
な
り
さ
解
せ
ん
さ
欲
せ
ば
、
一
業
所
に
は
資
産
項
目
は
あ
ら
宇
し
て
1
負
債
及
び
資
本
の
項
目
が
、
存
在
す
る
を
以
て
な
り
。
(
日
γ
此
の
如
〈
な
る
ぞ
以
て
、
大
陸
式
及
英
園
式
は
、
一
色
に
一
方
が
是
に
し
て
、
他
方
が
非
な
b
芝
、
断
定
す
る
こ
さ
能
は
d
d
る
ぺ
し
。
郎
も
貸
借
艶
照
表
を
以
て
、
複
式
簿
記
に
於
け
る
総
勘
定
元
帳
に
つ
き
、
各
勘
定
の
残
高
を
集
会
し
て
示
す
ぺ
き
も
の
ぜ
せ
ば
、
大
陸
式
生
可
さ
す
ぺ
〈
、
若
し
又
之
を
以
て
、
有
限
責
任
の
株
式
合
、
祉
が
.
其
財
政
を
元
帳
じ
於
け
る
貸
-
借
概
念
念
離
れ
て
1
企
業
本
位
に
示
す
も
の
芯
せ
ば
、
英
図
式
を
可
さ
せ
ざ
る
可
か
ら
歩
。
ハ
問
、
四
〉
一
ハ
日
〉
上
野
道
輔
者
貸
借
封
照
表
論
七
三
|
七
五
頁
参
照
。
ハ
m
v
吉
田
兵
三
若
返
世
銀
記
粉
議
五
二
五
l
五
三
O
頁
参
照
ハ
四
〉
問
地
問
題
に
関
し
て
は
∞
句
目
白
H
0・
叶
H
H
O
町
毘
】
0
8
司
r一
旬
。
同
〉
の
の
O
ロ
ロ
同
国
同
g
g♂
K
M
R
?
ロロ門戸口問・
4
V
8
4
8内
同
町
E
口同日
n
o
J
1
0
】・ロ
の
日
目
。
♂
k
p円
H
Sロ
口
町
内
凶
〉
の
の
O
ロロ【印
三
越
金
践
者
合
計
串
概
論
。
太
田
哲
三
者
合
計
皐
綱
要
。
原
島
戎
者
合
計
串
講
義
等
参
照
。
'
〈
昭
和
三
年
九
月
十
日
稿
了
〉
事
業
経
営
に
於
げ
る
珠
測
と
計
劃
最
近
二
三
十
年
間
に
事
業
経
替
に
一
大
嬰
草
が
起
つ
士
。
そ
れ
は
経
験
的
経
普
よ
り
科
皐
的
経
管
へ
の
箆
化
で
あ
る
。
事
業
経
替
が
皐
に
サ
I
グ
イ
ス
の
提
供
に
止
る
な
ら
ぼ
い
ざ
知
ら
す
替
利
私
混
求
す
ろ
限
り
其
経
許
的
活
動
に
よ
っ
て
最
大
の
利
益
島
牧
め
之
た
永
績
ぜ
し
む
る
等
、
-
そ
並
(
最
大
目
的
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ぽ
其
剥
盆
は
如
何
に
し
て
噌
加
し
得
る
唱
さ
云
ふ
に
其
方
法
に
は
ニ
あ
あ
。
一
は
買
上
高
の
靖
加
で
他
は
経
費
の
節
減
で
あ
あ
。
然
る
に
賃
上
高
の
晴
加
は
競
争
の
激
甚
な
る
今
日
に
於
て
は
庚
告
其
他
阪
貿
活
動
に
闘
し
E
額
な
あ
経
費
の
帯
加
島
局
さ
Y
5
限
り
E
之
が
噌
加
島
期
待
す
あ
事
は
出
来
な
い
。
換
言
す
れ
ぽ
経
費
の
噌
加
に
封
し
貿
上
高
は
相
封
的
に
は
却
て
減
少
す
る
事
が
あ
る
の
で
あ
あ
。
、
事
業
経
管
に
於
げ
る
探
測
さ
計
劉
塚
原
仁
/
 
か
く
考
へ
お
時
経
費
節
減
に
よ
る
第
二
法
が
甚
た
重
要
な
る
事
島
知
あ
の
で
あ
る
0
.
而
し
て
瓦
に
生
産
の
噌
加
に
も
亦
之
は
必
要
で
あ
あ
。
貨
に
事
業
の
牧
盆
噌
加
の
期
待
は
一
に
係
っ
て
経
費
の
節
減
無
駄
の
除
去
龍
密
・
の
噌
越
に
あ
り
さ
云
ふ
事
が
出
来
ろ
。
テ
イ
ラ
ー
の
主
唱
に
係
芯
科
皐
的
管
理
法
の
研
究
が
経
費
の
節
減
無
駄
の
除
去
の
最
も
設
呆
わ
る
工
場
内
の
生
産
過
程
に
就
て
先
づ
起
つ
れ
事
は
貨
に
故
わ
り
さ
云
は
な
り
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
資
本
及
ぴ
労
力
の
最
大
和
用
無
駄
の
除
去
は
行
き
つ
ま
ら
ん
さ
ぜ
る
事
業
経
阻
百
戸
一
新
生
面
た
打
開
し
れ
。
患
者
技
術
家
の
研
究
は
艶
多
の
貴
重
な
る
成
果
た
生
み
出
じ
れ。
生
産
活
動
の
科
皐
化
の
精
紳
は
皐
に
工
場
の
経
替
に
の
み
限
局
さ
，
四
二
九
